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序 ロ

石原洞（京都大学）

本書はⅡ中共同研究「中国Ullj'Mjt地における生活空間の変容に関す

る研究」の第３冊、の調査報告苫である。

木研究の目的は、１９７８年以後の改革開放政策下において、とりわけ

近年のili場経済化の下にあって、１１１国内陸部の都市及び農村がどのよ

うな発展をとげ、それが住民の生産・消費の諸活動にどのような変化

をもたらしているかを[ﾘIらかにすることにある。

近年の01】国では、都市の発展と拡大が擬めて顕著で、１V開発が進展

し、高lwi住宅や商業施設の拡充が籍しいが、他力ではさまざまな環境

問題や景観破壊などの問題が発生し、「単位」の中でも他宅の私有化

が進み生活の場も急変している。一方、農村部でも、農業の商品経済

化や郷鎮企業の発展が進み、農民所得の向上、自由市場の活性化、小

城鎖の発腿が顕著であるが、地域によっては郷鎮企業の発展も緩慢、

農業の商,wi経済化も部分的であり、むしろ'１１稼ぎ者の噌加や観光産業

への依存が認められ、いわゆる「貧困地区」も残っている。

従来、このような近年の変化に閲する研究は、主として、経済開発

の進んだ沿海部（いわゆる「東部」）について行われてきた。開発が

遅れている内陸部、特に「西部」と呼ばれる肢内陸部に関する研究は

限られている。本書は、「西部」に属するIjll川省南部の山１１１１地域に位

置し、少数民族謙（イ）族地域の中心都市として発展してきた、西Ｈ

Ｔｌｊとそのliljl辺農村とを対象に、現地調査に艦づき、上記のテーマを追

求したものである。本i'$を一読された読者は、ｉｌｉ場経済化の波が、「西

部」とされるDII川行の山間部・少数民族地域にまで、激しく押し寄せ

ていることを理解されよう。本番は、不十分な点を含んではいるが、

「西部ｊＩＨ１発を進めようとしている中国の政策担当者、あるいはそれ

を理解ないし援助しようとしているⅡ本の関係者に、いくばくかの|＃

報提供の役割をはたそうとするものである。

本書のための現地調徴は、２００１年８月１０Ⅱから約１ケ月１１１１，以下の

メンバーによって実施された。
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IEI本側メンバー

ィァDi（洞京都大学大学院文学研究科教授

秋１１１元秀滋賀大学教育学部教授

小野寺惇横浜市立大学国際文化学部助教授

松村嘉久阪南大学国際コミュニケーション学部

中脚側メンバー

（(V綬寧中国科学院成都山地災客・環境研究所

力一平中国科学院成都山地災害・環境研究所

兵敏中国科学院成都山地災濟・環境研究所

季学東中国科学院成都山地災;'ＩＦ・環境研究所

徐雲中国科学院成都山地災害・環境研究所

助教授

教授

助教授

助手

肋.下

助手

水０１$は、以上の共Iiil調査に基づき、資料の一部を尖イ「しながらも、

各自がテーマを分担して、分析・考察・執筆を行った諸論文からなっ

ている。なお、巻頭には、西昌Tli長の張小カ氏の寄稿をもいただい

たので、そのロ本譜訳をも掲載している。

本共同研究は、財政的には、ロ本政府文部科学省の２００１年度科学研

究！?腿盤研究（Ａ）（２）「中国pq1lMlt地における生活空間の変容に関

する研究」（課題番号：同’1691018、研究代表者：Yflli（潤）によって

全ｉｉｉ的に支えられたものである。記して感謝の意を表したい。調査に

あたっては、中国科学院成都山地災害・環境研究所（111地所）、西日

市人氏政府所属の諾部局、西昌TIj所属の各郷鎮政府、各郷鎮所属の村

民委ｆｌ会等の協力を得た。特に両側ili副市長の揚仁文氏には、一方な

らぬご配慮を頂いた。また、多くの災貿市場・観光施設・農家楽の関

係打や、都市及び農村住民が、聞き取りに快く応じて下さった。さら

に、西昌市人民政府の呉魏氏は、通訳として協力をいただいた。こ

れらの人々及び機関に対して、深甚の謝意を表したい。
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西昌市における観光開発の現状と課題

一民族観光を中心に－

松村嘉久(阪南大学）

１．四川省における観光政策の展開

（１）四川省観光の概観

四川省は【'１国でも観光資源に恵まれたところであり、数多くの観光資源がすでに制度化されて

いる｡主なものを列記すると､９国家クラス風景名勝区､３７国家クラス･省クラス自然保護区､５６国

家クラス･省クラス森林公園、７国家クラス歴史文化名城､２１省クラス歴史文化名城などがあり'､ユ

ネスコ世界遺産も4ヶ所(九泰満の自然景観および歴史地区･黄龍の自然景観および歴史地区・

蛾眉山と楽山大仏･青城山と都江堰灌厩施設)、【'１国優秀観光都TIjも3ヶ所(蛾眉１１｣市･都江堰

市･楽山市)指定されている。四｣１１省政府は観光開発にも積極的で、四川省の観光スポットは国

家旅赫局より10ヶ所(峨眉１１｣風景名勝区･楽山大佛景区･九築溝風農名勝区･黄舷風景名勝区・

都江堰景区･背城山景区･宜賓蜀南竹海風景名勝区･直定海螺溝ﾉﾎﾉ||森林公固･広淡三星堆博

物館･成都武侯祠博物館)が賎商ランクのＡＡＡＡ評価を受けており、６ケ所(洪雅瓦屋山･炉県玉

蝋１１昨自貢恐竜博物館・自責中[IEI彩灯博物館･Ｉ〕貢塩業歴史博物館･Ｚ７)皇ﾊﾞｸﾞ星鐙〃基麹)はＡ

ＡＡ評価を受けている2｡なお､本jiliにおいて斜体字で記載されている観光スボソトや地名などは、

後述する凉山弗族自治州関連のものである

しかしながら､国際観光･国内観光ともに客数と観光収入は、他の観光先進省と比較するとあま

り芳しくなく、豊かな観光資源を活用しきれていないとの焦りを、四ﾉ||省政府はつのらせてきた１

１９９９年の国際観光客数は37.34万人回で観光外貨収入は9,721.84万ドルだった’主なゲスト国

は、日本(3J1万人回)、シンガポール(3.21万人回)、アメリカ(2.0`1万人回)、タイ(2.15万人回)、

マレーシア(0.98万人回)で､以下はドイツ､イギリス､フランス、韓国､オランダと続く,国際観光客

の四川省内の目的地は､①成都市(22.12万人回､外貨収入6,805.95万ドル)､②阿覇チベット

族チヤン族自治州(8.58万人回､外貨収入1,52707万ドル)、③楽山市(3.38万人回､外貨収入

671.61万ドル)の順になっている]｡実にこの3地域への国際観光客数で四川省全体の9割も占め

ている。四川省には１９９９年末でＬＭの県級行政４i位が存在するが､そのうち外国人観光客を受

け入れている対外開放都市はわずか５８ヶ所(1999年２月現在)に過ぎない４．四)||省の国際観光

が伸び悩んできた原因のひとつは､こうした対外開放の遅れにあろう。

一方で、1999年における四川省への国内観光客は5,020万人回、国内観光収入は213.92億

元で､国際観光収入とあわせた観光総収入は２２２億元になり、四川省ＧＤＰの5.2％に達した.国

･内観光客の観光目的地は､①成都市(2,485万人回)、②綿陽市(374万人回)、③楽山市(304万

人向)、④徳陽市(203万人回)、⑤遂寧市(198万人回)､⑥猿｢江/，;!Z;(管冶ﾉM/(158万人回)、⑦El

jFiTij(141万人回)、③宜賓市(132万人回)、⑨阿煽チベット族チヤン族自治州(１３１万人回)、⑩

ｉＩＭＩ市(127万人回)、以下は、遠州市(113万人[､])、南充市(100万人回)、広元市(９４万人回)、

内江市(８７万人回)、拳技花市(８１万人回)、資陽地区(７４万人回)、巴中地区(６４万人回)、広

安市(５６万人回)、后山地区(４７万人回)、雅安地区（１２万人回)、甘孜チベット族自治州(3.9万
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人回)の順になっている5.国内観光でもやはり省都･成都市が突出しているものの､国際観光と比

較するなら､国内観光客の観光目的地選考は多様であり、四川省における観光産業の成長は、

国際観光よりも国内観光に支えられてきたと言ってもよかろう。

2000年になると､国際観光客数は46.2万人回で観光外貨収入は1.2億ドルに､国内観光客数

は5,401.5万人回で国内観光収入は248.1億元に､観光総収入は258.1億元に増加した｡2001

年にも､国際観光客は57.5万人回で観光外貨収入はＬ７億ドルに､国内観光客は6,334.7万人

回で国内観光収入は300.2億元になった｡こうした(Illぴ率は他の観光先進省と比較すると見劣り

するが､四川省観光が近年着実に成長しつつあることは]|「実である｡観光客と観光収入が蝋加し

た要因には、中国において国内観光が一般化してきたこと、四川省政府が観光計画を策定して穂

極的な観光政策を展開してきたことなどが挙げられる。

(2)四川省における観光政策の展開

四)I|省で最初に制定された観光政策は､1993年３月に発布された四川省人民政府『夫子加速

我省旅勝1k笈展有共何題的通知(以下､1993年j､知と略す)｣である｡中国の省級行政区のなか

では､険西省(1985年)、江西省(1989年)、遼寧省(1989年)、吉林省(1991年)、福建省(1992

年)、雲南省(1992年)に次ぐ第6番目の観光政策であった｡ここでは｢大旅勝｣観念の樹立、｢－

業挙､百業興｣認識の向上､「以旅瀧養旅赫｣方針､観光握典のための優遇政策の実施､観光発

展基金の開設､省級観光リゾート区の建設などが提議され、各紙政府で観光発展計画を国民経

済建設と社会発展計画に編入することと､観光資源の優勢を発揮して観光大省を建設することが

目標に掲げられた。

1998年６月には櫛委･省政府による『夫子加速旅iiinlk友展的決定(以下､1998年決定と賂

す)｣が出された.ここでは、世紀を跨いだ観光発展戦略として｢培育支柱産業､建設旅iMF大樹｣を

掲げ､対外的な宣伝促進を強化して､四川省観光地の知船度向上を試みる内容であった6.1998

年決定を受けて､翌1999年５月に『四)11省旅赫市ノヵ拓雁ijll征收管理暫行力s法｣が発布され､「取

之干旅瀞企業､用之干旅赫企業｣の原Rljに基づいて､四川省観光の宣伝･販売促進のためのjは

源が確保された。

1998年決定を具体化すべ<、1999年に『四川省旅iけ友展思体規則(以下､四jll観光総合計画

と略す)｣が策定され'､同年４月に四川省人民政府は､『夫子笑施四川省旅赫友展息体風f/|的通

知｣(以下､1999年通知と略す)を全省の各地･各部''１に通達する｡2000年９月に開催された全省

旅赫工作会議では、【|'共四）11省委･囚)11省人民政府『栄子加快培育旅祷支柱声１k遮没旅赫曇

済張省的決定｣(2000年決定と略す)が審議検討され､2000年11月に公布された｡四川観光総

合計画･1999年通知･2000年決定は互いに深く関連しあった政策であり､筆者はこのうち2000年

決定の全文を入手したので､それをもとに四)Ⅱ省の観光発展戦略を見ていきたい。

２０００年決定の冒頭では､四｣11観光を発展させるにあたって、中国共産党と人民政府の資任

感･緊迫感･使命感が何よりも重要であると強調されている｡２０００年決定で掲げられた四川省の観

光発展戦諮は二段階に分けられており、「両条主線、三個品牌､四条精品線路(二つの方向性、

三つのブランド､四本の優秀な観光ルート)｣を骨子としている｡2000年から2005年までの第一段

階では、四川省を自然生態観光と歴史文化観光の目的地(二つの方向性)に育てあげ､観光産

業を国民経済の支柱産業に育成し､観光資源大省から観光経済大省への飛躍を遂げることが掲

げられた｡第二段階は2006年から2010年までで､観光産業をさらに振興して､観光経済大省から

－１１３－ 



観光経済強省へと飛躍することが掲げられている。

四川省観光のイメージを樹立するための三つのブランドには､国宝のジャイアントパンダ､ユネス

コ世界自然遺産の九築瀧、古代罰文化の精華である三塁堆巡跡が挙げられており、前二者で自

然生態観光を､妓後の一考で歴史文化観光を､対外的にアピールすることになっている。四つの

優秀観光ルートには､成都を起点として､①九築濾－黄iu-大草原一売黍奇山異水:識先(チベ

ット族チヤン族)風IiIj観光ルート､②楽山大佛－蛾眉111－三蘇祠－仙女山:仏教文化･長寿文化・

休日リゾート観光ルート､③都江堰一青城山一臥龍ジャイアントパンダ自然保護区一四姑娘山一

蜂桶棄:生態観光ルート､①自責恐竜一宜賓蜀南竹漉一渡州仏宝:観光リゾートルートが選ばれ

ている｡２０００年決定には具体的な数値目標も示されており､２０１０年までに観光総収入をＧＤＰの

比1％まで引き上げるとされている。

以上が2000年決定の概略であるが､２０００年決定には観光スポット開発･観光都市開発の優先

順位も明記されている｡観光スポット開発では､2003年までに九爽溝･黄龍･蛾眉山･楽111大傍．

都江堰を､２００５年までに臥iiijジャイアントパンダ自然保謹区･三塁唯遺跡.四姑娘山.西蹴雪山．

蜀南竹海などを､2010年までに海螺溝沐｣'１．自責恐竜公閥･剣Ｉｉｉｊ蜀道･江油李白故里･稲城亜

丁･a酌は湖潔鐸/か王ｍｊ１ｉｉｌ然保護区･閼中古城･大邑劉氏庄lhl･櫨州佛宝などを世界レベルの

観光地に育成するとされている｡一方､観光都市開発では､２００５年までに成都･楽山を国際的知

名度の観光都市に､蛾眉111.都江堰･錦陽･徳陽･自武･宜賓･蟻枝花･雅安･西盲･広淡･崇州・

間中などを全国的地名度の観光都市に､2010年までに成都･楽山･蛾眉山･都江堰を国際観光

都市に育成するとされている。

2000年決定では四つの優先観光開発地域も示された｡鋪一は成都ゲートウエイ観光地域で、

ジャイアントパンダの里･歴史文化名城(成都)･三国志劉文化を特色とした観光開発を実施し､都

市観光･リゾート･ビジネス･会議･展覧会の目的地として育成するとされている｡第二は川西自然

生態観光地域で､九楽満･黄iMl･囚姑娘山･梅螺溝･稲城亜丁･蜂桶黍などの自然生態観光Ⅲ1発

に重点をおき、民族文化と自然生態観光･リゾート･探検を融合させた観光目的地を目指している。

第三は楽山一蛾眉山観光地域で､仏教文化･自然強観．i且泉リゾートを特色として、中国仏教文

化.観光.休日リゾートを併せもった観光目的地に育成するとされている｡第四は自貢一宜賓劉南

竹海観光地域で、自貢･宜賓･遭州を中心として､恐竜文化･壇業文化･彩灯文化･竹文化･掴文

化を特色とした休日観光目的地への育成が試みられる。

2000年決定では､観光膜興と関連して交通網の整備も盛り込まれた｡第三に強調されているの

は省内航空綱の塾(i;で､2002年に九塞溝･黄龍空港のｌＩＩＩ港が､2001年に準枝花空港の1){1港と

康定空港の着工が計画されている｡主要な観光地をつなぐ道路交通網では､都江堰一臥iiIi-汝

川、楽山一宜賓の商速道路化､松祷一九粟溝､)'|主寺一黄龍一丹雲峡一平武､小金一蜂Iii泰

一宝興一雅安､紅原一瓦切一)''主寺､小金一丹巴一塔公一康定一櫨定一二朗山､宜彌－蜀南

竹海、区Z昌一鐘>iﾋﾞhijK広元一背)'１－平武などの整備も計画されている。

(3)四川省方式の観光、発手法

四川省政府は四川観光総合計画を発表したが、莫大な観光開発資金をどのように捻り出すの

かが最大の問題となっていた｡２００１年２月に四)11省旅赫局は、四川省内の十大観光スポットの開

発経営権を､合資･合作･租賃承包(貸し出し諸負)などの方式で民間企業などに譲渡して､観光

開発資金を捻出する方針を発表した3．対象となった十大硯光スポットは､①三星堆遺跡､②九黍
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溝国家森林公園､③四姑娘111風景区､④稲城亜Ｔ生態景区､⑤青城山磁懸浮旅源列車工程、

⑥剣'’１三国蜀道景区､⑦涼/〃申華；碗ズノ掌ﾉｾﾞfrW､③目貫恐竜王国公[卦⑨間中古城の保護･開

発､⑩胞馬山康巴文化旅赫区であった。

この試みは、四川省政府や地元政府が上記観光スポットの所有権と統一協調権を保有すると

いう大前提のもと、開発経常権を民間企業などに一定期間譲渡するもので、「政府主導､企業連

作(政府主導のもと､企業が運営する)jの四川省方式と喧伝された｡観光開発に参入する企業に

は､開発経営権という名(1で`10年間の土地使用権が与えられ､税制面での優遇政策も享受でき

る｡いわば都市部における不動産開発の手法をそのまま観光開発に通川する試みである。

こうした観光開発手法が打ち出された背景には、「碧峰峡モデル｣というお手本が存在した。碧

峰峡は四)Ⅱ省雅安市にある櫛クラスの風景名勝区である。１９９８年１月に雅安市政府は碧峰峡の

開発経営権を成都の民間企業である万貧集団に頭渡し、その後の観光01i発が｢大成功｣して著

名な観光地に成長したとされる事例である｡この他に四川省内においてはすでに､海螺漬開発で

国有企業に､臥龍ジャイアントパンダ自然保護区開発で沿海地域の株式会社に開発経営権が譲

渡され､観光開発が｢成功Lたとの評価を得ていた。

風紮名勝区や自然保護区の開発経営権を企業に譲渡するという行為は､関連する法律類を厳

密に読むならば適法性にＩｌＩｌ題があり、短期的な投資回収を重視する企業による観光開発が乱開

発･景観破壊･自然破壊を拙きかねないとの危ＩＩＬは、クⅡ何に政府主導が大前提とはいえ拭いきれ

ない｡しかしながら､こうした危倶とは裏腹に、四川省旅漉局は十大観光スポットと同時に､蜀南竹

海･峨辺黒竹溝･松藩古城など大小１８０項目余りの観光スポットについても､開発経営権の対外

譲渡を算集すると発表した。

この影響は発表後すぐに四川省各地で出はじめており、十大観光スポットの先陣を切って､阿

壗チベット族チヤン族自治州政府と四川省の民IMI投資企業である漠龍集団が共同で、「四姑娘

山旅跡開発股价有限公司」(前者が３０％、後脅が７０％の持ち株率)を設立して､国家クラスの四

姑娘山風策名祷区の開発経営権が事実上譲渡された，，

2．四川省観光発展戦略における涼山鉾族自治州の位置づけ

(1)凉山弊族自治州の概観と観光事情

凉山隷族El治州は四川行の西南部に位置しており、雲南省と隣接している。同自治州の面積

は60,115平方kmで四川省総面積の10.6％を占め、おおよそ四国と九州をあわせたくらいの広さで

ある≦州都は西昌市に置かれており、１市(西昌)・'６県(木里･塩源･徳昌･会理･会東･寧南･普

格･布施･金陽･昭覚･喜徳･奥寧･越西･甘洛･美姑･溌波)の行政区画に分けられている｡このうち

10県が国定貧困県、ｌ県が省定貧困県、ｌ県が州定貧困県に指定されている」998年現在､同

自治州の総人口は390.08万人、そのうち少数民族人口は179.68万人で総人口の46.1％を占め

ている｡少数民族のなかでは嫌族人口が最も多く１９９８年現在で105.9万人､葬族に次いで多い

チベソト族人口は５．７９万人であり、少数ながらリス族･モンゴル族･パイ族などもいる

州都の西昌市は総人口５３．１万人(1998年末現在)で少数民族人口は９．８万人、少数民族人

口のおおよそ8割は葬族で､残りはほとんどが回族である｡西昌市の少数民族比率は15.5％程度

と、涼'１１鉢族自治州の他の県と比較すると低い古来より南方シルクロードの重要拠点であった西

昌は､城壁に囲まれた漢族の街として発展してきたと言える。省クラスの歴史文化名城である西日

市旧市街では２０００年に南門が修復され､現在|ﾛ城南側の順城街と上西街との間で城壁修復工
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】1Fが行なわれている。西昌市では今後も投資を誘致して、明清期の町並みを復元した坊古(古き

を真似る)街を建設する予定である。また､歴史文化瑞鎮に指定されている西昌市礼州鈍でも、

「仇古｣方式で背の町並みを復元する計画がある｡なお、西昌は海抜高度が商<天候に恋まれ月

がよく見えることから｢月城｣、昆明と対比して｢小春城｣、衛星発射基地が近くに立地することから

「東方のヒューストン｣などといった異名でも知られている。

凉山葬族自治州の観光統計を紹介するなら、１９９８年に同自治州を訪問した中国内外の観光

客数は175万人回､そのうち国際観光客はわずかに0.311万人回で､観光総収入は同自治州

ＣＤＰの約3％に相当する２．３億元だった'0.1999年の統計では､観光客総数こそ226.7万人回と

珊加するが､国際観光客は０．２６万人回と減少している'1・中国では内需拡大のため国内観光を

奨励すべく、春節(旧正ﾉj）･五一(メーデー)・十一(国慶節)と年''''三回の長期休暇が制度化さ

れてきた｡涼１１１諜族自治州ではこの三回に加えて､火把節(|日暦6）】２４日前後)と葬族年(西暦

１１月２０日前後)といった長期休暇も加わる｡なかでも学生たちの夏休みと重なる火把節が､最も

集客力のある長期休暇となっている。

観光統計からも明らかなように､流山隷族l;i治州の国際観光はまだ萌芽段階にある｡同自治州

で国際観光振興が遅れてきた最大の理由は、四川省レベルと同様に対外開放が進展しなかった

ことにある。西昌市は1986年に対外開放されていたが、１９９９年２月末現在でわずかに1市.`l県

（西昌市.会理県･寧南Iliい普格UiL･布施県)しか対外開放されていなかった｡1999年には溌波･美

姑.金陽･木型の4県の対外開放が国務院にlll論され】2,同自治州所犠の県市は２００１年藤にな

ってようやく全面開放された｡つまり、国家旅ｉｊｆ局が推奨してきた同自治州の潤沽湖(塩源県管

鱸)や西昌衛星発射基地(厳密には晃寧県符幣)に､外国人観光客は訪問できないという状態が

２１世紀まで続いていたことになる。

近年になって､涼111葬族自治州政府が観光開発に遇進するようになったのには、大きく四つの

理由が考えられる｡第一の理１１１は、1997年に長江中下流域で発生した大洪水を受けて､長江上

流域における天然林伐採が全面禁止されたことにある｡例えば､国定貧困県の美姑県は典型的

な林業財政県で､財政収入の８０％が林業関連からもたらされてきたが､天然林伐採の全面禁止

で財政収入が激減し､その代替産業としてにわかに観光産業が注目されだした'３.国家旅勝局の

観光プロモーション･｢lU99中国生態環境跡jでエコツーリズム開発への道が開けたことから､林業

の代替産業としての観光産業はいわばお墨付きを得た形となっている，第二の理由は､既逃した

ように四)Ⅱ省レベルでの観光発展戦略が確定し､凉山嫌族自治州でも後述する総合的な観光計

画が策定されたことにある。第三の理由は、西部大開発と扶貧(貧困撲滅)運動が本格的に動き

出したことで､以前よりも豊富な貸金投入が見込めるようになったことにある｡第四の琿由は、同自

治州と燐接する雲南省(Mの少数民族地帯で観光産業が急速に発遠したことにある。

(2)凉山鉢族自治州観光の位置づけ

さて､第１章では2000年決定をもとに四)'1行の観光発展戦略を概観したが､そのなかで凉山葬

族自治州がどのように位随づけられているのか確認しておきたい』第一に、基本路線である｢両条

主線、三個品牌、四条精品線路｣のなかに、涼11｣葬族自治州関連の観光スポットは全く含まれて

いない｡この基本路線はユネスコ世界遺産に認定された硯光資源や知名度の高いものを中心に

構成されている,一方、観光スポット開発･観光都市開発のなかには､濾沽湖･螺磐山と西昌市が

含まれているものの、四jll省内での肢優先｣llji位は与えられていない,四大優先観光聞発地域とと
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もに､民族風愉･航空科学技術･療養リゾートを特色とした禁西地区などの新興観光地域の育成も

実施すると発表されたが､原'1騨族自治州はここに含まれており､やはり最優先順位は与えられ

ず第二優先災団に属している｡既述した四大笹秀観光ルートでも第二優先集団が記されており、

①海螺溝iﾉk川一飽馬山一稲城亜丁:自然生態観光カンバチベット族文化観光ルート､②西昌工Ｂ

海一航天城一螺髻山一間中:古城歴史文化１A地観光ルート､③江汕李白故里一剣門蜀道:三

国文化観光ルート､④劉氏庄園一西嶺雪山:)１１西民俗･生態観光ルートが挙げられたが､凉山芥

族自治州は②に属している｡道路交通網の整備計画では､四ﾉ１１省西部のチベット族地帯が重視

される傾向にあるが､凉山葬族自治州内でも西昌一道枯湖IiI1の道路整備が盛り込まれた｡以上

のことから､四jll省全体の観光発展戦略において､総じて涼山葬族自治州は鮫璽要視されている

とは言い難い状況にある。

また､優先観光開発地域の第一に成都ゲートウェイ観光地域が挙がっていることからも推察でき

るように、四jll省の観光発展戦略では成都をゲートウェイとして想定している。しかしながらもう一

方で､西南中国では憐接する樹級行政区ＩＭＩの観光協力の強化も模索されている｡西昌市は成都

から直線距離にして３７８１m離れており､雲南樹の省都･昆明の方が３１５１ｍと若干ながら地理的に

は近い｡凉山郷族自治州は霊南省に隣接することもあって､雲南省観光と四川省観光をつなぐ観

光拠点としての役割が期待されている｡こうした試みはすでに進展しつつあり、例えば､四川省も

参加する｢六省区市七方経済協調会議｣ではしばしば観光ルート網の整備協力に向けた議論が

なされてきた｡その成果として､西南中国の省級行政区を跨いだ観光ルートがいくつか推奨されて

おり、「大西南黄金旅赫圏｣を柵築すべきであると合意され､『西南地区区域旅勝友展規剛鋼要」

が編成されつつある１$｡凉Ill葬族自治州における観光発展戦略は､雲南省観光と連動する観光

ルートの設定と雲南省からの観光客の取り込みに活路を見出すしかなかろう。

民族観光と関連して言及するなら､凉山葬族自治州は中国で雌大の葬族地帯であるにもかか

わらず、四川省レベルの観光発展戦略において、同自治州の民族観光はほとんど言及されてい

ない｡四jll省レベルでは｢最後のシャングリラjと喧伝される四川省西部のチベット族･チャン族地

帯の民族観光が強調されている｡雲貴高原に広く分布する葬族は､四川省独自の少数民族とは

認識され叢い゜むしろ多くの中国人は民族観光の最先進省である雲南省の少数民族と認識して

いる｡加えて、自然生態観光と歴史文化観光の振興を二大目標に掲げたことから､雲南省イメー

ジと重なる涼111雛族自治州の郷族はもれ落ち､四川省西部のチベット族地帯こそが､雄大な自然

景観と融合した四川省独自の民族観光資源と認知されたのではなかろうか｡何かと１１１１題の多いチ

ベット自治区観光の代替地としても、四川省西部は将来性のある民族観光資源であり、四川省レ

ベルでの観光発展戦略でも高い優先順位が付けられたと思われる。

次に､国家旅瀧局が１９９２年から毎年実施してきた観光プロモーションにおいて､凉山葬族自

治州がどのように取り扱われてきたのか確認しておきたい｡凉山弗族自治州が般初にプロモーショ

ン対象となったのは､「1995民俗風情源｣の｢西南民族風情｣であり､凉山葬族風梢と潰沽湖が初

めて推奨された｡適沽湖は雲南省と四川省が共同で管轄する簡原淡水湖であるが､この時は雲

南省ではなく四川省の観光地として紹介された１５｡「l996中国度假休閑瀧｣においても､同自治州

は｢衛星基地iMi｣と銘打って､西員衛星発射基地と鎌族の年中行ﾘﾄﾞである火把飾が推奨された，

｢l997中国旅tMF年jの｢西南少数民族風情齢｣においても､凉山鍬族風情･潰沽湖が四川省の観

光地として推奨された＞

こうした観光プロモーションは中国の内外を対象としていたが､涼山蕊族自治州の観光資源とし
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ては､葬族の民族文化･遭沽湖･西目衛星発射基地･火把節の四つが紹介されてきた上かしなが

ら､例えば､同自治州の日本での知名度は低く､管見の限りにおいて唯一､『地球の歩き方104：

雲南･囚川･貴州と少数民族2000～2001年版』(ダイヤモンド･ビック社､２０００年)で州都･西昌

市が紹介されているのみである｡ただし､このガイドブックでも､道沽湖観光は西昌ではなく雲南省

のところで紹介されており､火把節も西昌を紹介する記述のなかに一切なく､雲南省の石林と大理

のところで紹介されている。

３．凉山非族自治州の観光発展戦略

（１）凉山葬族自治州の観光発展戦略の策定

凉山葬族自治州の観光発展戦略が定まるまでは粁余'111折の経緯があり､様々な観光発展議賂

が提案されてきた｡同自治州政府が観光発展戦略を策定するに際して最初に起こしたアクション

は､雲南省への観光視察団の派避(1999年６月)であった｡民族観光の先進地滞である雲南省と

凉山葬族自治州は隣接しており､地理的環境･民族構成･人的資質･経済発展状況も似ているた

め、同自治州の観光|)1発の手本とするには雲南省視察が雌適であった｡雲南樹の麗江･大理･楚

雄･昆明などを訪問して回った視察団は､雲南省の観光ルートや観光施設の推備が画期的に進

展していることに驚くが､凉山葬族自治州の観光資源を総合的に判断すると､インフラ整備面で大

きく遅れこそとるものの､必ずしも裂南省の観光iif源に劣っておらず、四川省政府の指導のもとで

凉山観光計画を早急に簸定すべきであるとの結論をまとめた'6．これ以降、同自治州観光の独自

性を打ち出すべく､様々な観光発展戦略が『凉山日報』紙上などで提案されていくことになる。

こうしたなかで民族観光と絡んで興味深いのは､民族文化を集中的に展示する施設の建設､民

族文化を体験できる民族観光村の建設､葬族や摩陵人といった少数民族の伝統的な年中行事

の観光イベント化といった流れが形成されていったことであろう。例えば､初期の提案では､西昌市

内のｴﾄﾞ海周辺に｢中国葬族文化城｣という民族テーマパークを建設し､西昌市近郊に葬族民族観

光村を建設し､西昌市のみならず普格県･布施県などでも火把節を組織的に行うべきとされた１７。

なお､葬族民族観光村の具体的な候補地には､西昌市四合郷､西目市大霄郷､西昌市磨鑑郷、

普格県五道縛郷､普格県徳育郷などが挙げられている｡このうち雑者は西昌TIiの四合郷と大箸

郷を訪問したが､2001年夏現在で民族観光側発は計画段階にあり、具体的な迩設作業は粁手さ

れていなかった｡年中行』ＩＦを行政主導で組織的に実施して観光イベント化することに関しては､葬

族の火把節や際俊人の成丁礼節などはもとより､葬族をテーマとした文化節･芸術節､摩稜人をテ

ーマとした際陵文化節･摩稜民Ｉ１Ｉｌ芸術節･摩俊人走蛎民俗節などのイベントを打ち出すべきだと

の提案もなされている'8.涼111州旅iIf局の王英副局長も2000年の観光開発の亜点項目として､民

族文化を集中的に展示する｢葬族１１１黍｣の建設を第一に挙げている'9.民族テーマパークの建設

構想と少数民族の年中行事の観光イベント化は､雲南省を視察したことにより触発された可能性

が極めて商い。

こうした動向と並行して､1999年11月、西目市にて『涼山川旅跡友展忌体肌刻』(以下､涼111

観光縫合計画と略す)莱定に向けての最初の会議が開かれ２０､専''1]家による野外調査を踏まえた

報告会議が１９９９年１２月に開かれた２１．２０００年２月の涼山葬族自治６１１１人民政府主催の観光文

化座談会では､凉山観光総合計画が策定される前提のもと、同州の党委員会と人民政府が西昌

市域海河流域に火把広場と民族テーマバーク･｢中国葬族第一材(仮名)｣の建設をすでに決定し

ていることが明らかにされた22．凉山観光総合計画に関しては､エB海湖畔のZB海賓館にて２０００年
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７月にﾊﾟｫ初の審議会が開催された2Ｊ｡２０００年末に西昌市内で開催された全州旅瀧工作会議では、

舷終審議段階にあった凉山観光総合計画の実施が確認されるとともに２１、Ｉｌｊ共涼111州委州人民

政府『美子加快培育支柱声並建没旅赫蛭洗彊州的決定』に股)しても意見が交わされた２，．

凉山観光総合計画の実施に向けて､隣接する諸地域との協力体制の構築も進展する｡２００１年

１月、準技花市で開催された四川雲南5市地州経済合作区第一次会議では､昆明市･楚雄葬族

自治州･腿江地区(以上は雲南省所轄)･凉山隷族自治州･蛾技花市(以上は四)'1省所轄)の代

表団が一同に会して｢加強合作､共謀発展｣をテーマに協議し､第十次5ケ年計画において､交通

網巡設･インフラ建設･観光発展･市場開拓などで互いに協力体制を築くことが確認された2`・一方

で､既述した四)11省方式の観光開発手法と同様､凉山州旅赫局は涼lll観光総合計画がほぼまと

まった2001年２月に､流山旅瀧投資誘致項目検討座談会を開いて､同州内の１２観光スポットに

ついて､開発経営権の譲渡も含めて中国内外に観光投資の誘致を呼びかけると発表した27.発表

された観光スポットは､①西昌航天博物館､②凉山民族風情園(民族テーマパーク)、③螺警山風

景区､①涼111奴隷社会博物館､⑤雷波馬湖風景区､⑥喜徳温泉度假村､⑦喜徳小柄隣原始森

林公剛､③西昌花弁基地及び生態農業園､⑨西昌叩海度假区､⑩二瀧11[区休日観光ルート整

備､⑪災寧非海･大橋ダム風景区､⑫演沽湖観光開発であった。

(2)涼山観光総合計画に見る観光発展戦略

涼山観光総合計画23は､凉山葬族自治州の州委と'１１１政府の委託を受けて､四ﾉ11省旅漉規劃設

計所が囚川省旅iMF局の指導下で策定したものであり､基本的には『囚jll樹旅赫友展怠体規別』を

推進するための地方計画と定位できる｡また現地調査の時点において､『西員117旅勝友展息体規

則』(2001年未発表予定)が策定途上にあり､やはりこれも四)１１省レベル･涼111弗族自治州レベル

の観光総合計画の基本路線を踏襲して策定中とのことだった。四川樹における観光総合計画は、

樹レベル､地区･自治州レベル､県市レベルと行政階層を順に下るトップダウン方式で策定されつ

つある｡なお､涼山観光総合計画は2000年から２０１５年までの計画であり､2005年までを短期計

画､それ以降､2010年までを中期計画､2015年までを長期計画としている。

まずは､涼１１１観光総合計画において､同自治川内の観光資源がどのように評価されているのか

言及しておきたい｡涼山観光総合計画ではおおよそ考えつく限りの観光漉源が160項目余り挙げ

られているが､凉山葬族自治州の観光資源の特徴は｢両大風術､－大科技(二つの大きな風情、

一つの大きな科学技術)｣と概括されている"・前者は葬族文化風怖と際校人文化風iiiを指し､後

者は航空科学技術を指す｡凉山葬族自治州内で観光資源として制度化されているものはあまりな

く､国家クラスのものは蝋抽湖風競名勝区(雲南省と共同管轄)と美姑大風]Ii自然保護区のみで

あり､樹ｸﾗｽのものは螺醤山一工'1海風景名勝区(現在国家ｸﾗｽにﾀﾞ１．級''1諭中)､馬湖風景名勝

区､弊海風景名勝区､龍肘山一仙人湖風景名勝.区､晁寧冶勒自然保護区が存在する｡また､西

昌市と会理県は省クラスの歴史文化名城に指定されており､西昌市域の礼ＩＨＩ鉱も省クラスの歴史

文化名鈍に指定されている｡これら以外で他に例を見ない観光資源と言えるのは､凉山隷族奴隷

社会博物館･弗海結盟記念館･士林､国家旅瀧局からＡＡＡ評価を得ている西日衛星発射基地く

らいである｡なお、同自治川内には野生のジャイアントパンダがIOC頭ほど生息しているとの報道も

あり３０､エコツーリズムが振興されたならばこれも観光資源となり得よう。

巍光客を受け入れる宿泊施設の方は現在建築ラッシュの鹸中で､正確な数を反映していると考

え篭いが､涼山観光総合計画のなかでは､民間経営の旅館や叩海周辺などに多数点在する｢農
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家楽j施設なども含めて7千ベット程度と推計されている31.外国人観光客の宿泊も可能な渉外ホ
テルに限れば､西昌市内に10軒程度、同自治州所轄の各県に1軒から2軒程度存在している。

涼山観光総合計画の基本路線は、「一個中心､三大片区､五条骨干旅赫線(一つのセンター、

三つの地域､五つの観光ルート)｣と標語化されている32.-つのセンターとは、西昌市を中心とし

た原山観光のゲートウェイ地域を指す｡三つの地域には、中部地域･西部地域･東部地域が挙げ
られている。中部地域は安寧河流域を中心とする生態リゾート観光地域のことで､豊富な日照量・

航空科学技術･西昌と普格の葬族文化･安寧河流域の生態農業･螺繕山･ｴ１１海などを観光対象と

して挙げ､2000～2005年の短期計画で重点的に観光開発するとされている｡なお、西昌と普格の

葬族文化では特に火把節を重視すると明記されている｡西部地域は壇源ﾘﾑ･木型チベット族自治

県を中心とする民族文化･高山生態観光地域で､壇沽湖の摩峻人文化･商山渓谷の探検などが

観光対象として挙げられている｡東部地域は大凉山葬族地帯の中心地と濡波県からなる葬族文

化･生態観光地域を指すが､現時点では全く観光開発がなされていない(表１．図1参照)。

表１凉山観光総合計画における優先観光開発計画

地域 一級観光地域 二級観光地域 短期中期長期

叩海観光遊覧地域

耶海陽光レジャー地域

耶海休日娯楽地域

澄山文化景観地域

冤寧県城

航空科学技術観光地域

紅軍長征文化観光地域

宗教･生態観光地域

螺警山筑

清水清一主峰観光レジャー地域

大槽河逼泉･温泉山圧レジャー地域

澄沽湖鎮

摩按風情遊覧地域

草海生態観光地域

亮海観光遊覧地域

高山生態観光地域

チベット族宗教文化観光地域

探検観光地域

昭覚県臓

葬族箭一村

美姑県葬族文化観光地域

雷波県葬族文化観光地域

美姑県大風頂生態観光地域

雷波県馬湖生態･レジャー観光地域

松涛森林公園生態･レジャー観光地域

○
○
○
○
 

｣:ii蝋繊〕i曇凄蛎

中
部
地
域

○ 

透jii魁ﾉﾘ1ｨ、/Z1号ｊ証文〉iﾋﾞﾌﾟ･ﾉﾃ騨隙
文仏．｡b鶴鰹治ｊ鯵Ｐ

○
○
○
 
○
○
○
’
○
○
○
○
 

夢A郷(鑪織"生態鷺溺を｣ﾋﾟｹ蕊

麹頻Whh錐hiinl寮ZKi;ﾉｐｔ７ＺＺｌｇ
IdfJZ＃域

西
部
地
域 ○
○
 木型県域

○ 

○
○
 

大小原111搾族文化保護地域 ○
○
 

束
部
地
域

○ 
大'１，涼111生態･レジャー観光
地域

○ 

○ 

○ 大小涼111文化観光地域

産業観光地域 ○ 水力発電所

注）図のなかの斜体字の地域は短期計画(2000～2005年)における優先観光1M１発地域である。

出所）『涼111作族目端州旅iMF友展忌体規jUu､2001年､46-17頁より，
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五つの観光ルートの選択では．四川省と雲南省の挟まれた涼111葬族自治州の地理的位置を重

視して、両省をつなぐルートが重視されている｡第一のルートは成都一西昌一掌枝花一昆明で、

上記の中部地域を縦に貫き四川省と雲南省を結ぶ民族文化観光ルートと位置づけられている。

第二のルートには､成都一西昌航天城一塩源県濾沽湖(以上は四川省)－麗江一大理一筆枝花、

昆明一大理一麗江－中旬(以上は雲南省)－塩源県濾沽湖一西昌航天城の二本が挙げられて

おり、四川省と雲南省の民族文化と生態観光を堪能できる黄金観光ルートとされている｡現在雲

南省は三江並流地区･濾沽湖およびその周辺のチベット族地帯をユネスコ世界自然遺産に申請

する準備を進めており､このルートはそうした動向を見据えての選択であろう｡第三のルートは宜賓

一馬湖一渓洛渡一美姑大風頂一峨辺黒竹清一楽山の生態観光ルートで､四)１１観光総合計画に

おける四大優先観光開発地域と凉山葬族自治州とのﾘﾝｸを試みるルートである｡第四のルートは

西昌一昭覚一雷波一渓洛渡一寧南華弾一会理一徳昌一西昌をつなぐ民族文化･生態観光ルー

トであり､これは上記の東部地域を横断している，第五のルートは成都一鳧寧一西昌一螺髻山一

成都といった陽光リゾート観光ルートで、中部地域の最も著名な観光地をつないでいる。

_ぜ
２ 

Ｕ… ＿＠ 
皿、露j鍵

、

《

〃 C二１

／、

|’ 
雲南省毘明より

図１凉山観光総合計画図(2000～2015年）

出所）臆山劔M〔自治州晦瞼jiUi&急ｌＩ賎nk'112001年､43頁掲載の図を筆者が書き直した。
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表２凉山観光総合計画における発展数値目標

主要な指標 2000年2005年2010年2015年

観光客数(万人回）

平均宿泊日数

一人当たりの消費(Ｓ／日）

観光外貨収入(万Ｓ）

観光客数(万人回）

平均宿泊日数

一人当たりの消費(元／日）

観光収入(万元）

０．４９１ 

１．５ 

１２４ 

91.37 

229.83 

１．８ 

100 

40,220 

1.552 

１．７ 

148 

390.36 

338.01 

2.0 

115 

77,760 

3.383 

2.0 

192 

1,301.20 

396.95 

２．５ 

１７１ 

169,200 

6.578 

3.0 

240 

4,736.39 

697.67 

3.0 

２１６ 

452,088 

国
際
観
光

観光総収入(万元） 40,97981,0001,800,000491,400 

対GDP比率(％） 10 1５ ４ ６ 

出所）『凉山葬族自治州旅iiiF友展忌体規｣i｣l』､2001年､48頁より，

涼山観光総合計画では四川観光総合計画と同じく、四大優先観光開発地域も絞り込まれてお

り､短期計画(2000～2005年)の戦略として、「加強中心､打通西線､培育東線(センターを強化し

て､西行ルートを通し､東行ルートを育成する)｣が提案されている３３.第一の優先観光開発地域は

西昌陽光レジャー･会議･航空科学技術観光地域で､これはほぼ西員市域の観光開発と重なるの

で後に詳述したい｡第二は塩源櫨沽湖摩稜人文化保護地域であり､濾沽湖周辺の環境に配慮し

て摩俊人の伝統文化を保護しつつ､持続可能な観光開発を目指している。具体的な計画としては、

西昌から櫨沽湖までの２６０ｋmの道路整備を実施する｢打通西線工程｣、摩綾人の伝統文化を展

示する施設の建設を目的とする｢摩稜文化展示工程｣、i盧沽湖観光のゲートウェイとなる臘沽湖鎮

に観光インフラの整備を試みる｢櫨沽湖鎮建設工程j、野鳥や渡り鳥が集う櫨沽湖の低湿地帯の

保全を試みる｢草海回復工程｣、渡沽湖およびその周囲の環境保全を試みる｢生態環境保護工

程｣といった五大工程が掲げられている。第三の優先観光開発地域は普格県螺髻山生態観光地

域であり、古代氷河地形が刻まれ未開発の自然が残る螺髻山とその周辺に湧き出る温泉を中心

に据えている②具体的な計画では、まず螺髻山の登山口にあたる螺髻山鎮の観光インフラを整備

して(｢螺髻山鎮工程｣)、螺髻山鎮から螺髻山山頂に至る地域にロープウェイやホテルを備えた観

光レジャー区を建設し(｢索道工程｣・｢大海子度假区工程｣・｢珍珠湖一姐妹湖観光工程｣)、螺髻

山の山中に湧き出る温泉を利用した温泉レジャー区を建設すること(｢温泉工程｣)が挙げられてい

る。第四の優先観光開発地域は鳧寧県紅軍長征文化･宗教文化･生態観光地域であり、葬海結

盟と紅軍長征記念館を中心に紅軍長征文化観光地域を形成し、霊山寺と霊山森林公園を中心

に宗教･生態観光地域を形成することが計画されている。

五つの観光ルートと上記の四大優先観光開発地域を見ると凉11｣葬族自治州の観光発展戦略

は、とりわけ短期計画において観光投資の地域的分散を防止すべ<、西昌市･塩源県･普格県・

星章県に絞り込まれたと言えよう｡なお､凉山観光総合計画は具体的な目標数値も掲げており、Ｇ

ＤＰに占める観光総収入の比率を2000年現在の４」％から､２００５年までに6％へ､２０１０年までに

10％へ､２０１５年までに１５％へと引き上げるとされる。２０１５年までの五年毎に観光客数の発展目

標も定められている(表２参照)。また、国内観光市場への売り込み戦略としては、第一に成都周

辺･鑿枝花市･重慶市･宜賓市･凉山葬族自治州など省内･州内市場、第二に昆明･西安･貴陽な

ど四川省に近い大都市､第三に東部沿海地域の大都市､と三段階に想定して､陽光レジャー･航
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空科学技術観光･民族文化をプｐモーションしていく方針であるご一方、国際観光市場に閲しては、

第一に香港･マカオ･台湾･海外華僑など中国系同胞を据え、第二に日本･韓国･シンガポール・

マレーシアなどのアジア市場､第三に北米･ヨーロッパ市場､と同じく三段階に売り込み先を想定し

て、民族文化と生態観光をプロモーションしていく方針が掲げられている。

４．西昌市における観光開発の現状

(1)西昌市域における観光開発計画

涼山観光総合計画で西昌市は凉山州観光のゲートウエイとしての役割を期待され､短期計画に

おいて重点的に観光投資されることになっている.まずは涼山観光総合計画において、西昌市域

でどのような観光開発が計画されているのか確認しておきたい｡涼山観光総合計画で四大優先観

光開発地域の筆頭に挙げられた西昌陽光レジャー･会鍍･航空科学技術観光地域では、丙昌市

域を五つの観光地域に区分して六つの工程を実施する計画が立案されている(図２参照)。

hIIPTP少ⅡIⅡ■１－~I｡｡｡｡｡~〆

鵜騨騒

箒

篝l≦三

露 雪

図２西昌市叩海周辺における観光開発計画

出所）『涼1111ﾘ族[i治)01(族鋤友展忌Ｉ械趣M､2001年､101面樋較の図を筆諭《書き直した。
企
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第一の｢観光遊覧地域｣はｴ１１海公園(図２のＰ)やｴl海賓館(図2の11)の立地するｴK海西岸一

譜で､エド海湖畔の景観を髄傭する｢亮海工程｣、既存の工【海公園の拡充、エK海周遊道路の雛備

などが計画されている｡耶海西岸の周遊道路沿いの一帯は新村と呼ばれており、１９９０年代半ば

以降、主に国内観光客を対象としたレストラン･嬢楽施設･宿泊施設(｢農家楽｣)が先を争うように

立地し始め､湖畔の景観を狐なっているばかりか､生活廃水などでｴI;海の汚染を招いていると批

判されてきた。「亮海工程jはこうした粗悪な観光施設を全て撤去して､耶海賓館とｴ１１海公園を中

心として湖畔遊歩道を整備して景観の修復を試みる計画であり､六つの工程のなかでも最優先課

題とされ､２００３年末までに完成させる予定である｡撤去対象となる観光施設の移転先としては､後

述する海河公園内に建設予定の涼山川旅赫貿易中心の一角が提供されることになっている。

第二の｢陽光レジャー地域jにはｴ１K海東岸一補が指定されており､遊泳場･スポーツ施設･ホテ

ル･満級別荘地などを建設する｢陽光レジャー区工程｣が計画されている｡現在､耶海東岸には梅

湾賓館(図2のＨ)が立地しているくらいで観光開発は未着手状態にあり､エ'1海周遊道路が整備さ

れていないため､訪れる観光客もほとんどいない，

第三の｢休日娯楽地域｣は耶梅北岸の新沙瀧度假村･蓮池度假村からｴ１１海西北岸の海河河ロ

ーイ'1Fで､耶海広場を建設する｢ｴ１１海広場工程｣、rll梅に流れ込む海河の整備と護岸工事を実施

する｢海河工程｣が計画されており､海河両岸一帯に流山州旅瀧貿易中心が巡設される予定であ

る｡なお､この凉山ｿ{{旅赫貿易中心に後述する涼111民族風情回が建設されることになっている。

第四の｢iuillI文化景観地域｣では､瞳山山中の寺院や凉山葬族奴隷社会博物館(図2のＭ)を中

心とする文化景観の保全をｉｔ大の目的とし､文化溌観を損なうような観光関連施設の建設を一切

禁じることになっている｡第五の｢航空科学技術観光地域｣(図2の範囲外)では､西昌衛星発射基

地を中心として航空展覧館を巡設するという｢航空科学技術観光地域建設工程｣が計画されてい

る｡以上五つの観光地域のいずれにおいても､エ[l海や潤山の汚染を防止する｢環境保護工程｣が

別立てで強調されている。

西昌市域の観光開発においても､観光資源の土地所有権と開発経営権を分離して後者を売却

する手法で中国内外に広く投資の誘致を呼びかけられている｡2001年の西昌市投資誘致項目は

表3に示したが､海河公団とその内部に建設予定の施設が目立つ。

表32001年度西昌市観光関連投資誘致項目

鰯驚投獅誘數…
投安誘致

総額(万元）
投資誘致項目名

火把広場遮設(海河公園内）

中国西ﾉﾐl抗天城会展中心建設(海河公固内）

青少年活動中心建設(海河公園IAl）

河東片区旧城改造(海河公回内）

捜泉揃餓廸設(市区より５Gつ）

月城休川広場建設(州体育館付近）

抗天城営鍾山旅蒋度假村建設

海何公凹地段

１１回航天城旅滋度假111座建設

iWlllI索道建設(叩海西ﾊ&）

MllIj森林公園建設(叩梅西岸）

凉山民族風情園建設(梅河公間内）

蝋燭山公踏整備(西瓜一維格間）

仙人洞建設

人造鴻光沙謎建設(耶海＃〔岸）

iHllI遊歩道整償(ｴﾄﾞ海西岸）

〈
Ｕ
ハ
リ
ハ
リ
ヘ
リ
ヘ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ

（
ひ
０
，
）
〈
じ
０
．
１
戸
０
〈
Ｕ

９
』
へ
Ｕ
５
９
】
０
９
８
５

９
Ｄ
Ｐ
ｐ
０
０
Ｆ
 

５
４
．
１
０
〉
５
１
５

０
』
Ｉ
Ｌ

９９７ 

700 

5,000 

3,000 

160 

800 

1,000 

６０ 

注）括弧内の情報は読者が杏ざ加えた。
出所）航天城報2001年8Ｊ】10日付けの記泰｢西昌市2001年捌商；|資項目目録｣より抜粋。
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(2)民族テーマバーク･凉山民族風情園

既述したように涼山観光総合計画において｢海河工程｣の実施が決まり、２００１年夏現在､ｴ冊海

西北岸の海河河口から成昆鉄道までの海河沿いで､海何公園を建設するための整地と護岸工事

が進行中であった(図２.写真１参照し

海河公園内には､工【海から国道１０８号線までの地域に魚釣倶楽部･大型植物園･青少年活動

中心などの娯楽施設が､国道108号線から東何までの地域に大凉山葬族文化を集中的に展示

する凉山民族風情園と凉山民族体育文化中心が､東河から西河までの地域に航空科学技術展

覧館が､西河から長哀路(成昆鉄道沿い)までの地域に商業機能付きの都市近郊型マンション群

が建設され､長哀路から安寧河までの一帯では緑化が推進される予定である34.

海河公園内に建設予定の施設の多くは､2002年の凉山葬族自治州設立50周年記念にあわせ

て開業される予定である｡しかしながら､2001年夏に建設予定地を見た限りでは､まだ整地段階に

ありとても問に合いそうにない｡なかでも､涼山民族風情園では自治州成立50周年記念式典が行

われる予定で､２００１年３月に同州の１１県市の首脳を集めて凉山民族風情園建設協調会も設立

されている35.西昌城南開発区の健康南路と海河が交差する一帯に建設予定の凉山民族風情園

には､大凉山葬族文化を中心としてチベット族文化や摩峻人文化も展示されることになっており、

計画用地面積にして49,878平方kmもある大規模な施設である｡涼山民族風情園の建設では､普

格蒙古集団･木里第一休場･昭覚電力公司･布施電力公司･金陽電力公司･美姑電力公司など、

同州11県市の企業が出資する西昌凉山民族風情園有限責任公司が設立されてもいる36．

凉山民族体育文化中心は凉山民族風情園に隣接して建設され､やはり自治州５０周年記念に

あわせて開業予定である｡なお､涼山民族風情園の建設資金3,000万元は四川省方式で出資が

募られたものの応募は無く､結局のところ州委と州政府の強力なバックアップのもと、「異地扶貧｣と

称される開発方式がとられている｡凉山葬族自治州所轄の１０県は国定貧困県に指定されており、

この開発方式はそうした貧困県へ拠出される扶貧(貧困撲滅)資金から、一県あたり３００万元の合

計３，０００万元を捻出するもので､西昌市の発展なくして貧困からの脱却なしという論理である。

〆
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写真１凉山民族風情園の建設予定地
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（３）イペント化される火把節

火把節は雲貴高原に居住するチベット･ビルマ語系諸民族の間で広く行われている年中行事で

あり、一般に旧暦６月２４日か６月２５日から始まる｡なかでも雲南省のパイ(白)族･葬族･サニ族の

火把節はすでに民族観光対象として中国内外での知名度も高い｡凉山葬族自治州は中国でも最

大の葬族集住地帯であり､伝統的な火把節は旧暦６月２４日から葬族の各集落などで盛大に行わ

れてきた｡しかしながら､元来より葬族人口の少ない西昌においては、山間部の葬族集落で火把

節は行われていたものの、市域で行われることは無く、それに行政が介入することも無かった。西

昌市域において火把節が行われるようになったのは、１９７８年10月に西昌地区と凉山葬族自治州

が合併して､州都が昭覚県から西昌県(1979年７月に市制移行)に移転して以降のことであり、西

昌市人民政府もしくは凉山葬族自治州人民政府主催の火把節が行われるようになった。

火把節が観光プロモーションと連動して大々的に開催されるようになった最初は、1994年中国

凉山葬族国際火把節であった。自治州政府が主催する中国葬族国際火把節はこれまで１９９７

年．2000年と過去三年毎に開催されている｡２０００年中国凉山葬族国際火把節は、「樹凉山旅漉

斬新形象､創凉山旅瀧馳名6ｌｂ牌｣･｢以開明促開放､以開放促開発、以開発促発展｣・｢敞開大門、

広交朋友､拡大対外開放､振興涼山経済｣といったスローガンのもとで開催された37．この火把節

では､凉山州の各県市から集結した様々な葬族の支系が西昌市内をパレードし輯､「人寿保険杯」

と銘打った隷族式レスリング大会や｢西昌電力杯｣と銘打った葬族の美男美女コンテストなど様々

なイベントも開催された｡２０００年中国凉山葬族国際火把節旅瀧工作総結会では､２０００年７月２０

ｐから３０日までに３．８万人余りの観光客が西昌市を訪れ､観光収入は1,700万元余りに達し、

西昌近郊の主要な観光スポットにはこの期間中に８．７万人余りが訪れたと発表されている３，．

三年毎の中国凉山葬族国際火把節は涼111葬族自治州人民政府主催で開催されてきたが､そ

れ以外の年は西昌市人民政府主催で開催されている｡例えば､２００１年夏は､２００１年中国凉山

葬族火把節と｢国際｣の二文字が抜けて､８月１２日から約1週間にわたり西昌市内で様々なイベン

トが開催された｡この年の火把節では成都市近郊の温江県にも分会場が設けられ､凉山葬族自

治州の火把節の存在を四川省人民に宣伝すぺ<、西昌市政府･温江県政府･成都市文聯などの

主催で､８月１２日から１８日まで同じようなイベントが行われた４９

筆者は2001年中国凉山葬族火把節の開幕式を見学する機会を得た｡開幕式の会場は西昌市

中心部の人民広場で､８月１２日の午前9時から１０時半くらいまで行われた(写真２.写真３.写真

4参照参照)。会場の中央にはたいまつを灯す聖火台が設置され､会場正面の貴賓席には四)ｌｌ

省･涼山葬族自治州･同州所轄各県の党･政府首脳たちが陣取り、観覧席一帯には｢努力把西畠

建設成為優秀旅漉城市｣などといったスローガンが数多く掲げられていた｡会場には凉山葬族自

治州の各地各支系の盛装した葬族男女と西昌市民が動員されていた｡貴賓席から降り立った政

府首脳たちが聖火台に点火すると同時に､絶叫気味に火把節の開幕が宣言され､葬族と西昌市

民による群舞が次から次へと繰り広げられた｡涼１１１葬族自治州自治条例の第７５条によると、「自

治州の自治機関は各民族の伝統的な節日を尊重する｡毎年旧暦６月２４日を火把節として､民族

団結に有利となる節日活動を展開する｡ｊと規定されている｡葬族の群舞のなかには､解放以前の

謙族の家支問抗争や階級対立を乗り越えて、民族団結を勝ち取っていく様をテーマにしたものも

あった．行政側が主催する火把節は、観光客誘致を目的としたイベント化が進むと同時に、華族

が政府首脳の前で民族団結を誓いその様子を西昌市民や観光客に見せるという政治的スペク

タクルの場として定着しつつあるようだ。
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華々しく開熱した2001年中国涼'11葬族火把節ではあったが､観光産業に対する経済効果は期

待していたほど芳しくなかったようである。中国国内の新聞に批判記事が掲載されるのは異例のこ

とだが､火把節の期間中でさえ西昌市内のホテルの客室稼動率も普段とさほど変わらぬ２０％から

30％にとどまり、観光産業にもたらした経済効果は｢惨鱈｣たるものであったと酷評されている`1.伺

州観光業界によるとその要因は､温江県に分会場を設置したため観光客が分散し､火把節の開

催期間が法定の休日と異なるため外部からの観光客に認知されておらず､外部から両昌市への

交通アクセスが依然と改善されていないためだと分析されている。

行政主催のイベント化された火把節で観光客を誘致する試みは西昌市だけにとどまらず、葬族

人口が多く葬族比率も高い普格県や布施県などでも行われており、凉山葬族[]治州の各県でも

検討されつつある｡なかでも普格県は凉山観光総合計画に先んじて、1990年代後半より民族観

光開発に取り組んできた。

普格県の観光発展戦略は｢以一111(螺讐山)、両泉(螺髻山温泉曝布･螺害111温泉山庄)、－

海(螺髻山海１Ｊ牧場)、一風{ガ(葬族風情)ｊで､螺警山と隷族文化を全面に押し11)して、県城内

部の観光スポットと観光ルートの薙備に取り組んできたｲ2．観光１W１発関連の投資誘致総額も契約

ベースで２００１年に1億元を突破した４３．県城西側の111中には尖尖民族文化広場がすでに整備さ

れており、県委･県政府主催の2001年普格県旅iMF火把節の開幕式は同年８月ｌＯｐにここで開催

された｡開幕式当日の尖尖山民族文化広場には、「満天星闘輝映螺髻､天上人間斎歓楽；旅跡

興県開発資源､経済文化共騰飛｣の垂れ幕が掲げられた``・同年の火把節は８月１２日まで､県城

新達北路に建設された螺讐１１１氏族風情園`5､その道路向こうに建設された螺警山温泉山庄

(1997年７月[Ｈ１業)、螺書11｣の笠山口にあたる螺轡111鎮偲などで､闘牛･闘羊･闘鶏･競馬･葬族式

レスリング大会･達体篝大会･葬族美人コンテストなど様々な賞金付きのイベントが催された,「凉

山日報｣には7）】半ばから２００１年普格県旅iMF火把節の新聞広告が、「建旅跡大映、樹旅jiiF形

象｣の標語とともに毎日のように掲載され､国内観光客や州内観光客への宣伝が行われた｡布施

県でも｢火把的故郷､火把節的発源地｣を瀬い文句に､2001年7ﾉ｝１８日から２１ｐまでの４日間、

県委と県政府主催の2001年布施県火把節が様々なイベントとともに開催された。

２００１年夏に行政主導で実施された西昌市･普格県･布施県の火把節の開催日程を見ると、西

目市では伝統的な火把節の期１１１１に開催さｵLており、他の二県はそれと互いに日程が重ならないよ

う配慮されている.これは潜在的に集客力の高い夏休み中に、［1程をずらして各地で火把節を開

催することにより､より多くの国内観光客を呼び入れようとする試みと考えてよかろう。

以前は|ﾛ暦６月２４日から凉山葬族自治州の各地で一斉に行政主導の火把節が祝われていた

が､2001年度の日程調整は思わぬ効果ももたらした。従来から行政主導で開催される火把節には、

様々な批判が浴びせられてきた｡批判の焦点は大きく二つある｡鋪一は､行政主導の火把節は高

いコストがかかるけれども､それに見合った経済効果が得られないとの批判である１１．第二は､行政

主導の火把節は大規模化･イベント化し過ぎたため、従来から弗族民衆の行ってきた伝統的な火

把節との乖離が生じて、葬族民衆が積極的に参与しなくなりつつあるとの批判であった43.ところが

2001年の普絡県や布施県の場合は､伝統的な火把節の開催期１１０とずれて開催されたため、動

員された以外の葬族民衆も行政主導の火把節にはイベントとして気軽に参加して､本来の火把節

は地元集落など小規模な単位で従来どおり行った｡つまり､イベント化された行政主導の火把節と、

小規模ながらも民族色に溢れる従来の火把節が並存できたことになる｡行政主導の火把節は民

族観光資源を宣伝する場としては確かに有益であるが、民族観光資源そのものとしてはむしろ民
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族色に溢れる伝統的な火把節の方が重要であり、今後ともこの両者が並仔できるような環境を整

える必要があろう。

4．西昌市における観光開発の課題一おわりにかえて－

涼山観光総合計画が策定されて以降、西昌市内では海河公園建設を初めとする観光開発ラッ

シュに沸いている｡最後に西昌市における観光開発をめぐる課題を提示しておわりにかえたい，

第一の問題は､観光資源の開発経営権を売却する四)||省方式の観光開発に関わる。西昌市

郊外の松涛森林公園(昭覚県管轄)とｴ'1海湖畔の蓮池度假村は、丙昌東方航天旅瀧有限公司

が中心となって､開発経営権を取得して開発した観光スポットで､前者は1997年､後者は1994年

に開乗している４，.ところが､２００１年夏の時点で､両者は観光関連のパフレットやガイドブックで紹

介されているにも関わらず､開店休業状態にあった(写真5参照)。同公司は１９９０年代半ばから

涼111弗族自治州各地の観光開発を手広く行ってきたが､現在では資金繰りに困窮しており､この

両肴に限っても完成してわずか数年で施設は荒れ放題となり､観光スポットとしての再生はもはや

不可能に近い｡凉山観光総合計画は策定されて１１１１もないにもかかわらず､数多くの観光開発プロ

ジェクトがすでに着工されている｡そのなかには、半ば投機目的の乱開発につながる事例も少なか

らず存在していると思われる。大規模な観光開発プロジェクトが多いだけに、途中で放置されたり

失敗したりすればその影響は計り知れない,今後は個々のプロジェクトを厳しく管理し、乱開発に

つながる開発を防止することが大きな課題となろう。

第二の問題は､涼山観光総合計画の観光開発プロジェクトにハード面の縦備､なかでもいわゆ

るハコ物建設が目立つことにある｡例えば､涼山民族風情園を建設するにしても､そのなかにどの

ような民族文化をどのように展示するのかといったソフト面の議請はほとんどなされていない大凉

山葬族の奴隷制度にしても､Ｍ【沽湖摩稜人の走蛎制度や母系大家族社会にしても、展示の仕方

を誤れば民族偏見を増長させて固定させかねない'１１１題を含んでおり､少数民族側からクレームが

つく事態も予測される｡雲南省の民族観光開発は十数年にわたる経験のなかで､少数民族側から

民族観光開発に参入する機運が熟したうえで､ハード面が整備されてきたので一定の成功をおさ

めてきた．しかしながら､原'1｣嫌族自治州における民族観光はまだ萌芽段階にあり、いきなり経験

蓄積の豊宮な雲南省を見習ってハード面の整備だけが先行しても、行政主導の火把節のところで

若干紹介したように､少数民族側は困惑して心理的距離をおきかねない，

還後は凉山葬族自治州観光のイメージをめぐるIill題である｡既出のガイドブック『地球の歩き方

104:雲南･四川･貴州と少数民族2000～2001年版｣の西昌の項では､「妓後に－言注意してお

く。このエリアでは最近、強盗事件が多発しているので、１人でふらふら１１１舎を歩くことはやめよ

う，」と、まさに異例の忠告が添えられている二また､西昌市内やその近郊では、大量の国内観光客

が押し寄せる火把節にあわせて､周到な計画や準備もなく、たとえ建設途上にあっても営業を開

始十るような観光施設が非常に多いごこうしたいわば火把節の｢特需｣を当て込んだ観光施設の左

かには、観光客にまともなサービスを提供する能ﾉﾉもノウハウもなく、特需が過ぎればたちまち粗悪

で不良な観光ストックと化十ものが少なくない＞観光群は質の悪いサービスに不満をつのらせ、乱

立十る観光施設は過当競争に陥り共倒れの危機に瀕するといった悪循環がここ数年間続いてい

る｡いずれにしても、観光客の脳裏にマイナスイメージが刻み込まれてしまうと､それを払拭するの

は極めて困難な作業となるので､何らかの対策を講じる必要があろう。
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写真５開店休業状態の蓮池度假村

’四川日報２０００年3ｊｌｌＩｌ付け記事I背景資料囚川旅赫資源概況｣より｡本稿で引用する新聞記事は､断りのな
い限りインターネットで検索してi1》たＷｅｂ版である。また､本稿における記事名や法律･標語名は中国語炎配のま

まとし、一部には訳注を付けた．

２四ﾉ11日報２０００年Ｉｌｊｌ２６【l付けの記事｢旅赫区等奴if定工作ﾅ｢始批省己向国家推存首批１０家ＡAAA錨、

６京AAA扱旅鯨区｣より。１９９７年に四）11省から重慶市が分離したため､ＡＡＡＡ･ＡＡＡともに今ではⅢ腹iii擶鯖に
なっているものもある,本稿では敢慶市管鱈分は含めていない。

ユ国際観光総計は、国家旅赫周のホームページ(httI〕://1mAw,cnta､ＣＯ､/23-.11y/2j/Sc-1.asp)から得た。
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より。

'０凉山州人民政府地方志弁公室幅r凉山年鑑(1999)｣､囚川人氏111版社､2000年､147頁。
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3‘凉山日報2001年３月２１日付けの記事｢凉山民族風情因並主敲定豪吉集団急裁泙俊波出任公司董事Ｋ」

より。

３１涼山日報２０００年７月１７Ｈ付けの記事｢燃千年不偲火把展凉山奇堆風采一王文述就州委、州政府挙力
2000年中国凉山葬族国豚火把請答氾者同｣より，

３３涼山日報２０００年７月１５日付けの記事I火把補的汗坊戊一化牧鯨行｣より。

３，涼山日報２０００年８月１４日付けの記事｢州旅瀞局召汗息拮会火把苓期何接待鋳客八万七千多人｣より。
40涼山日報２００１年７月２５日付けの記事｢凉山火把照温江｣より。

‘’凉山日報２００１年８月１９日付けの記事｢火把節、焼不旺凉山旅諒並｣より。

４２凉山lE1報1999年１２月１６日付けの記事｢交旅鯨資源仇勢力鐙済伐勢普格具ｶﾛ快友展旅論lllL｣より｡観光

ルートには､①普格県城一螺髻山鎮一螺雷山頂､②普格県城一日敢阿都士司府遺跡一螺害山温泉爆布､③普

格県城一螺髻山海ロ牧場一海口尊母石刻､④普格県城一西普発電所一璃璃洞一日都地散火把節娯楽場､⑤

普格県城一小興場潅人大石墓群一瓦打洛新石器遺跡一火山仙人洞､⑥普格県城一大坪鉱泉水一陰陽岩一

輝隆則宗大喜崖画一支格阿魯鍋庄遺跡の六ルートが挙げられている。

`］凉山日報2001年６月７日付けの記事｢普格旅赫引資破に｣より，内訳は､螺箸山温泉山圧に1,300万元(成都

盛祥公司)、螺害山客運索道工程に3,000万元(成都盛祥公司)、螺馨山園林式度假中心に3,000万元(成都双
流東興房地産開発公司､未着工)、螺書山温泉爆布に3,000万元(貴陽隣谷公司、第一期工事は2001年３月着

工、同年１０月開業予定)、螺害山高原海ロ牧場に1,000万元､螺嘗山揮族風情園に５００万元､螺書山民族文
化広場に３５０万元､灯光球場に150万元となっている。

４０涼山日報2001年８月１３日付けの記事｢普格２００１年螺讐111族鯨火把節紅紅火火｣より。

4sこの施設の従業員はほとんどが地元の葬族で､レストラン･宿泊･民族舞踊などを顧客に提供し、「天天都是葬

族年､天天都過火把節｣を売りに開業したとされる｡涼山日報2001年7）１２７日付けの記事｢螺讐山葬族風情園
独樹一旗｣より｡ただし､２００１年８月段階でほとんどの施設はまだ建設中であった。

鵜螺讐山鎮は従来､抱木溝区という地名であったが､観光地イメージを強化するために1999年末に改名された。

凉山日報1999年１１月１１日付けの記事I螺讐朝田′普格昼友展旅瀞止冨意｣より。また､螺髻１１｣鎮には葬族風
情街を建設する計画もあるが､２００１年夏現在､建設は未着手状態であった，

０７例えば､涼山日報２０００年８月２２日付けの記事｢火把竹利弊之争｣など。

`３例えば､涼山日報２０００年８月２４日付けの記事｢火把苓要突出公益性与姓菅性｣など｡伝統的な火把節の期

間と重なった西昌市内の火把節のイベントでは､動員されたらしき葬族以外､ほとんど葬族民衆の姿は見かけなか

った｡西昌市郊外の葬族民族観光村候補地である四合郷･大欝郷では、市内でのイベントなどに住民はほとんど

参加せず､地元の伝統的な火把節の会場(火把場)で祝った。

`,中国語のガイドブック阿卓嗜布･王万金主編『凉山風景独好』､四)１１人民出版社､１９９７年より。
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